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第２回
ひょうご多文化共生社会推進懇話会
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 会議資料
資料１ 議事次第
資料２ 出席者名簿・配席図
資料３ ひょうご多文化共生社会推進指針(案)[概要版]
資料４ ひょうご多文化共生社会推進指針(案)[全体版]
(参考資料) R8アンケート調査結果

１ 開 会
２ 副知事挨拶

３ 議 事 (1) 外国人県民の現状
［ ヒアリング ］

① 外国人コミュニティから活動事例の紹介
NPO法人関西ブラジル人コミュニティCBK
(一社)ひょうごラテンコミュニティ

② 県内企業による外国人材の受入事例の紹介
株式会社水登社

(2) 「ひょうご多文化共生社会推進指針」改定案
4 閉 会

議事次第 2
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手交式 公 表懇話会❶ 懇話会❷ 懇話会❸

第2回懇話会テーマ

・アンケート調査・市町等ヒアリング
結果報告
・外国人ｺﾐｭﾆﾃｨの活動事例紹介
・企業の外国人材受入事例紹介
・指針改定（案）の提示

第3回懇話会テーマ

• パブリックコメント結果報告
• 指針改定（修正案）
の提示

（２）議論・検討項目

（３）スケジュール

（１）懇話会設置の目的
多文化共生社会の実現に向けた本県の中⾧期的な取組方針の策定等にあたり、有識者等の意見を
聴取するため、ひょうご多文化共生社会推進懇話会（以下「懇話会」という。）を設置する。

ア 近年の外国人県民を取り巻く状況の変化や、現在の本県の取組状況

イ 社会経済情勢を踏まえた上で、多文化共生社会の推進に向けた基本的方向

ウ 基本的方向を踏まえた上で、多文化共生社会を実現するための方策

アンケート調査※、集計、分析
※市町、外国人県民、外国人ｺﾐｭﾆﾃｨ、企業等

パブリックコメント 議会上程

反映 反映
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第1回懇話会テーマ

・現行指針と県の取組状況の共有
・状況変化・課題の共有、方向性の検討
・外国人支援団体による活動事例の紹介
・企業の外国人材受入事例の紹介

懇話会の開催概要
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懇話会の開催概要
（４）構成員名簿

（敬称略・50音順）

役 職氏 名

兵庫県立大学 環境人間学部 教授乾 美紀

構
成
員
（
９
名
）

武蔵野大学 グローバル学部 教授神吉 宇一

ブリック労働法務事務所 代表橋本 裕介

神戸商工会議所 副会頭藤岡 ゆか

フルヤ工業株式会社 代表取締役社⾧降矢 寿民

（公財）兵庫県国際交流協会 理事⾧法田 尚己

武庫川女子大学 生活環境学部 教授三宅 正弘

ひょうご外国人介護実習支援センター 所⾧山内 喜夫

大阪出入国在留管理局 神戸支局 監理官山本 英輝
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